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海外情報

１　はじめに

中国は、日本の輸入生鮮野菜の６６％（令
和２年、数量ベース）を占める最大の輸入
先国であり、同国の生産動向は、わが国の
野菜需給にも大きく影響を及ぼすものであ
る。本誌では令和２年９月号から６回にわ
たり、日本の生産者から流通関係業者、消
費者まで広く関心が高い品目を対象に、中
国の野菜生産と消費および輸出について最
新の動向を報告している。
最終となる今回の第６回では、主要な野
菜のうち、薬味や鍋などさまざまな料理に
欠かせない野菜である「ねぎ」を取り上げ
る。ねぎは、前回取り上げた「さといも」
と同様に、生鮮輸入数量のほぼ全量を中国
産で占めている（図１）。本稿では対日輸
出用ねぎの主産地である山

さんとう

東省および福
ふっけん

建
省での聞き取りを中心とした調査結果につ
いて、統計データと併せて報告する。
なお、本稿中の為替レートは、１中国元
=１７円（２０２１年７月末日ＴＴＳ相
場：1中国元=１７. ２４円）を使用した。

中国産野菜の生産と消費および輸出の動向
（第６回：ねぎ）

調査情報部

中国産ねぎは、日本国内で流通する輸入ねぎのほぼ全量を占め、一定の品質と価格の
優位性などから、業務用を中心に広く利用されている。令和２年においては、新型コロ
ナウイルス感染症の発生による物流の停止や輸出先国におけるねぎの需要減少の影響を
受け、輸出量は前年を下回った。

【要約】

２　日本における中国産ねぎの位置付け

平成３０年産（４月～翌３月）の日本産
ねぎの作付面積は２万２４００ヘクタール
（ 前 年 産 比 ０. ９ ％ 減 ）、 収 穫 量 は
４５万２９００トン（同１. ３％減）となっ
ている。収穫量、作付面積ともに、近年は
大きな増減が見られないものの微減傾向で
推移している（図２）。
日本が輸入するねぎの多くは生鮮の形態
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図１　�日本における輸入先別生鮮ねぎ輸入量
（令和２年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0703.90-010
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で輸入されており、輸入先国はほぼ全量を
中国が占め、その他はベトナムからわずか
に輸入されている状況にある（表１）。近
年の輸入量はおおむね５万～６万トン台で
推移しており、これは日本の収穫量の
１０％程度にあたる。
月別の輸入量を見ると、国内の生産地の
作柄や需給の影響を受けるため年によって
異なるが、おおむね１０月～翌３月にかけ
て輸入量が多い傾向がみられる（図３）。
中国産ねぎの輸入単価は、東京都中央卸
売市場における国内産の平均取引単価の約
３～４割の水準であり、近年はおおむね横
ばいで推移している（図４）。

なお、令和２年の国内産の価格動向を見
ると、年当初は暖冬および新型コロナウイ
ルス感染症（ＣＯＶＩＤ-１９）の影響を
受け安値で推移した。５月に緊急事態宣言
が解除されると業務用の需要がある程度回
復しつつあった中で、６月下旬以降の日照
不足による夏ねぎの産地での生育の遅れか
ら価格は一時的に高騰したが、８月以降は
おおむね平年並みの価格で推移した。しか
し冬場に入り、旬を迎える千葉県産などが、
少雨による乾燥や低温による生育遅延から
出荷減となったことに加え、中国産ねぎの
輸入量も減少したため、２年冬季～３年に
かけては高値傾向で推移した。
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図２　日本におけるねぎの生産状況

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：年度は、４月～翌３月。

表１　日本の生鮮ねぎ輸入量の推移
（単位：トン）

平成24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 令和元年 2年

中国 52,139 54,584 55,111 56,721 55,483 60,060 66,883 62,319 52,739

ベトナム 24 217 194 43 36 16 23 6 30

台湾 0 0 0 0 0 0 0 2 0

合計 52,163 54,800 55,306 56,764 55,519 60,076 66,905 62,326 52,769
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0703.90-010
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３　生産動向

（1）中国のねぎの主産地と生産概況
中国の対日輸出用ねぎの主な産地は、夏

秋どり作型の山東省と、冬春どり作型の福
建省となっている（図５）。山東省の主な
産地は、濰

い ぼ う

坊市安
あんきゅう

丘、済
さいなん

南市章
しょうきゅう

丘、青
ちんたお

島市
平
び ん ど

度であり、安丘は同省の作付面積の約
３５％、章丘は約３５％、平度は約１５％
を占めている。福建省の主な産地は漳

しょうしゅう

州市

漳
しょうふ

浦で、同州の作付面積の約８３％ を占
めている。

山東省の作付面積（令和２年産<令和元
年１０月～翌９月、以下同じ>）は３万 
２０００ヘクタールと全国の２割弱を占め
ている（図６）。単収は1ヘクタール当た
り４６～５０トンと高い水準で推移してお
り、それほど大きな変化はない。同省では
平成２８年１～３月にかけて、前年産の不
作などを背景に価格が高騰したため、生産
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図３　日本における生鮮ねぎの月別輸入量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0703.90-010
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図４　�国内産の平均取引単価（東京都中央卸売市場）
および中国産の平均輸入単価の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、東京都中央卸売市場「市場月報」）
　注：HSコード0703.90-010
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者が平成２９年産～令和元年産のねぎの作
付面積を拡大したことで供給過剰となり、
価格相場が低迷する事態となった。２年産
は、価格低迷により生産者の作付け意欲が
低下し、作付面積の縮小や他作物への転作
が進んだことに加え、２年８月頃の持続的
な降雨によって多くの地域で水害が発生し
た影響でねぎの単収が低下し、同省のねぎ
生産量は前年産比２１. １％減の１５０万
トンと大幅に減少した。
なお、山東省での聞き取りによると、ね

ぎの生産主体の８０％程度は個人農家（大
規模農家を含む）、１２％程度は合作社な
どのグループ生産、残りは法人となってい
る。また福建省においても、生産主体の大
部分（６０～７０％）は個人農家が占める
といわれている。仕向け先で見ると、輸出
向けのねぎについては、輸出企業などの輸
出野菜栽培基地（注１）で栽培され、国内向け
は個人農家による栽培、出荷が主体となっ
ている。
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図５　中国のねぎの主産地

資料：生産者および関係者の聞き取りにより農畜産業振興機構作成
　注：青色の地域は、対日輸出用ねぎの主産地を示す。

0

10

20

30

40

50

60

0

50

100

150

200

250

平成29 30 令和元 2

（千ha、トン/ha）（万トン）

（年産）

単収（右軸） 作付面積
（右軸）

収穫量

図６　山東省の収穫量および作付面積の推移

資料：山東省農業農村庁種植業管理処や産地への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
　注：年度は前年１０月～当年９月。
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培は主にビニールなどの樹脂フィルムで被
覆したハウスによる栽培となり、施設栽培
の単収水準は、通常の露地栽培より２０％
ほど高い。作型ごとの作付面積比では露地
栽培が約８５％、施設栽培が約１５％と
なっている。
一方、山東省より南に位置する福建省で

は、温暖な気候を生かした露地栽培が主体
となっている（表３）。同省のねぎの収穫
時期は１～４月に集中しており、１～２月
の収穫量は全体の約６０％、３～４月の収
穫量は約４０％を占めている。
山東省の主な産地である安丘で主に栽培

される品種としては「天光一本」「長宝」
などが挙げられる（表４）。この二種類で、
安丘の作付面積の８５％以上を占めてい
る。また、福建省の主な栽培品種は「天光
一本」で、同省のねぎ作付面積の８０％
以上を占めている。

（注１）�地域内の各農家の土地の利用権を集約した
農地利用権集積者（農家の代表者）と輸出
企業などが賃貸借契約および栽培契約を締
結した栽培圃

ほじょう

場。輸出先国の農薬使用基準
などにのっとった栽培を行っている。

福建省の作付面積は、平成２９年産以降
４０００ヘクタールで推移していたが、山
東省や河南省でのねぎの作付面積拡大に
よって全国のねぎの価格相場が低迷し、生
産者の作付け意欲が低下したことで、令和
２年産は３２００ヘクタールまで減少し、
収 穫 量 も 前 年 産 比 ２ ０. ３ ％ 減 の
１４万５０００トンとなった（図７）。福
建省の単収も、１ヘクタール当たり４５～
４６トンと高水準で安定して推移している。

（2）主産地の栽培暦および栽培品種
山東省の作型および栽培暦は、露地栽培
と施設栽培に大別される（表２）。施設栽
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図７　福建省の収穫量および作付面積の推移

資料：�福建省農業農村庁種植業管理処および漳浦県農業農村局農業技術推広站への聞き取
りにより農畜産業振興機構作成

　注：年度は前年１０月～当年９月。
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施設栽培
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表２　山東省の栽培暦

資料：山東省農業農村庁種植業管理処への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
注１：山東省のねぎ主産地である安丘の例。
注２：露地栽培の場合、播種の時期は９月下旬に集中している。
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表３　福建省の栽培暦

資料：�福建省農業農村庁種植業管理処および漳浦県農業農村局農業技術推広站への聞き取りにより農畜産業振興
機構作成

　注：福建省のねぎ主産地である漳州市漳
しょうふ

浦の例。

表４　中国で栽培される主なねぎの品種とその特徴

品種名称 成熟
類別 特徴

天光一本 早生
・山東・福建省の主要品種
・株が太く大きい
・対日輸出用に栽培される

・耐熱性、耐寒性、耐病性が強い
・直立、耐倒伏性が強い

長宝 晩生 ・安丘市の主要品種
・耐熱、耐寒性が強い

・葉が折れにくい
・水害に強い

大梧桐 早生
・章丘市の主要品種 ・分けつしにくい
・白茎の長さは７０ｃｍ、太さは４. ５ｃｍで収穫
・多汁で白く、軟らかい ・主に国内販売に仕向けられる

井岡Ｆ１ 中生 ・主に山東省で栽培されている
・耐熱性、耐寒性、耐病性が強い

資料：関係者への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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（3）栽培コスト
山東省のねぎの栽培コスト（１０アール
当たり）を見ると、令和２年産においては
地代が約半分を占めており、次いで肥料費、
人件費と続く（表５）。平成２９年産から
令和２年産の３年間で栽培コストが増加し
たのは、地代、肥料費、農薬費である。こ
の間の増加幅を見ると、地代で４５０元
（７６５０円、平成２９年産比２５. ０％

増）、肥料費で６６元（１１２２円、同
１０. ０％増）、農薬費で７元（１１９円、
同８. ４％増）となっている。一方、人件
費は、ねぎの播

はしゅ

種、移植、収穫などの作業
の機械化が進んだことで７１０元
（１万２０７０円、同５５. ６％減）、種苗
費は、種の在庫量の増加に伴い６００元
（１万２００円、同２８. ６％減）ととも
に大幅に減少した。

表５　山東省の１０アール当たりの栽培コストの推移

項目
平成２９年産 令和２年産

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

地代
1,800 30,600 34.6% 2,250 38,250 48.9%

・企業が農家から土地を借用するときの費用。（安丘の例）

肥料費
660 11,220 12.7% 726 12,342 15.8%

・主に複合肥料、もしくは尿素、硫酸カリウムなどの単肥。
・原料費の高騰により、令和 2年産の肥料コストは上昇（対平成 29年産比で 10％程度）。

人件費

1,600 27,200 30.7% 710 12,070 15.4%

・平成 29年産の人件費は主に播種、移植、収穫から成る。播種・移植段階の人件費は 350元 /10 アール、
収穫段階はねぎの収穫量から 250元 /トンとなる。
・令和 2年産は全工程を機械化（レンタル利用）した場合の人件費で、ねぎ播種機は 75元 /10 アール、
ねぎ移植機は 135元 /10 アール、ねぎ収穫機は 500元 /10 アールであった。（安丘の例）

種苗費

840 14,280 16.1% 600 10,200 13.0%

※主な栽培品種「天光一本」の例。
・播種時の種の必要量は約 270g/10 アール。価格は平成 29年産比で 280元 /缶（90g）から 200元 /
缶へ低下した（種の販売業者の在庫が増加したため）。

農機具費

180 3,060 3.5% 180 3,060 3.9%

・平成 29年産はねぎ播種機、ねぎ移植機、ねぎ収穫機があまり普及していなかったが、令和 2年産はこ
れらの普及率が上昇した。しかし、多くの農家が農機具をレンタルしている状況にある。
・主な農機具である旋回耕作機や小型農業トラクターなどのコストは 10アール当たり 180元と 3年間で
変動していない。

農薬費
83 1,411 1.6% 90 1,530 2.0%

・使用量は約 0.75 ㎏ /10 アール、単価は 110元 /㎏。
・令和 2年産の農薬価格は対平成 29年産比で約 10%上昇した。

その他
45 765 0.9% 45 765 1.0%

・主に雑費および水道費。

資材費
0 － 0.0% 0 － 0.0%

・露地栽培はマルチフィルムを使わないが、施設栽培の場合は使用する。通常のPEマルチフィルムの場合、
ねぎ作付による使用量は 750㎡ /10 アールで、単価は 0.2 元 / ㎡である。

合計 5,208 88,536 100.0% 4,601 78,217 100.0%

資料：山東省農業農村庁種植業管理処および安丘市農業農村局への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
注１：年度は前年１０月～当年９月。
注２：生産規模による経費の偏在を回避すべく、100ムー（6.7ha）以上の生産者（個人、法人を問わない）を対象に聞き取り調査を実施。
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一方、福建省では、機械化の進展が遅れ
ていることなどを理由として、主要な栽培
コストとして人件費が約４割を占めてお
り、次いで地代、肥料費と続く（表６）。
平成２９年産から令和２年産の３年間で栽
培コストが増加したのは、地代、人件費、
肥料費、農薬費で、増加幅を見ると、人件
費で５５０元（９３５０円、同３３. ３％
増）、地代で４５０元（７６５０円、同
３３. ３％増）、肥料費で６０元（１０２０
円、同１０.０％増）、農薬費で７元（１１９

円、同８.４％増）となっている。種苗費は、
山東省と同様、種の在庫量の増加に伴い
６００元（１万２００円、同２８.６％減）
と大幅に減少した。
このように近年の中国のねぎ生産を取り
巻く状況として、他の品目と同様に栽培コ
ストが上昇傾向にあることが課題となって
いる。また、依然として若年層を中心とし
た都市部への出稼ぎ労働者の増加傾向も継
続しており、労働力の確保に苦慮している
点も同様である。

表６　福建省の１０アール当たりの栽培コストの推移

項目
平成 29年産 令和 2年産

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

地代
1,350 22,950 28.3% 1,800 30,600 32.1%

・企業が農家から土地を借用するときの費用。（漳州市漳浦の例）

肥料費
600 10,200 12.6% 660 11,220 11.8%

・主に複合肥料、もしくは尿素、硫酸カリウムなどの単肥。
・原料費の高騰により、令和 2年産の肥料コストは上昇（対平成 29年産比で１０％程度）。

人件費

1,650 28,050 34.5% 2,200 37,400 39.3%
・ほとんどが手作業。
・平成 29年産における播種・移植段階の人件費は 300元 /10 アール、収穫段階はねぎの収穫量から 300
元 /トン（1350 元 /10 アール）であった。
・令和 2年産における播種・移植段階の人件費は 400元 /10 アール、収穫段階はねぎの収穫量から 400
元 /トン（1800 元 /10 アール）であった。（漳州市漳浦の例）

種苗費

840 14,280 17.6% 600 10,200 10.7%
※主な栽培品種「天光一本」の例。
・播種時の種の必要量は約 270g/10 アール。価格は対平成 29年産比で 280元 /缶（90g）から 200元
/缶へ低下した（種の販売業者の在庫が増加したため）。

農機具費

180 3,060 3.8% 180 3,060 3.2%
・減価償却費、リース費が含まれる。
・旋回耕作機をレンタルする場合、レンタル費は 45～ 60元 /10 アール。
・小型農業トラクターの購入単価は 2万元で、使用寿命は約 10年のため、換算すると 30元 /10 アール・
年となる。

農薬費
83 1,411 1.7% 90 1,530 1.6%

・使用量は約 0.75 ㎏ /10 アール、単価は 110元 /㎏。
・令和 2年産の農薬価格は対平成 29年産比で約 10%上昇した。

その他
75 1,275 1.6% 75 1,275 1.3%

・主に雑費および水道費。

資材費
0 － 0.0% 0 － 0.0%

・露地栽培はマルチフィルムを使わないため、資材費はかからない。
合計 4,778 81,226 100.0% 5,605 95,285 100.0%

資料：福建省農業農村庁種植業管理処および漳浦県農業農村局農業技術推広站への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
注１：年度は前年１０月～当年９月。
注２：生産規模による経費の偏在を回避すべく、100ムー（6.7ha）以上の生産者（個人、法人を問わない）を対象に聞き取り調査を実施。
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また、山東省ではねぎ生産の機械化が進
んでいるものの（写真１）、福建省では丘
陵地が多く圃

ほじょう

場の集約が困難な上、地元の
農民が新しい技術を受け入れたがらない傾
向にあることから、機械化が進んでおらず
人件費の削減が難しい状況にある。

（4）調製コスト（注２）

山東省および福建省の生鮮ねぎの調製コ
ストのうち、最も多いのは人件費であり、
全体の約５～６割を占めている（表７、８）。
直近３年間の増減を見ると、増加している
のは人件費や管理費といった労働経費であ
り、その他の調製コストに変動はみられな
い。人件費の増加は、調製工場の従業員の
給与が毎年１０％ほど上昇していること
にあるが、段ボールなどの包装資材費や輸
送費については長期契約を締結しているこ
とが多いため、その間の調製コストへの影
響は生じていない状況にある。
なお、山東省および福建省の輸出加工企
業によると、中国では、調製工場への搬入
時に傷んだものや納品基準外品（外観形状
やサイズなどの基準に達しないもの）が除

表７　山東省の１トン当たりの調製コストの推移

項目
平成２９年 令和２年

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

人件費

1,263 21,471 59.4% 1,579 26,843 64.0%
・労働者の給与水準は１日、１人当たり１２０元（２０４０円、平成２９年）から１５０元（２５５０
円、令和２年）に増加。
・２００人の労働者の１日間の作業で、４０フィートの冷蔵コンテナ１個分（１９トン）のねぎを調
製する。

包装資材費

400 6,800 18.8% 400 6,800 16.2%
・主に段ボールを使用しており、費用はねぎ１トン当たり約４００元（６８００円：３４円 /箱）。
・段ボール一箱に梱包されるねぎは５キログラム。
・近年、価格の変化はあまりない。

設備減価
償却費

200 3,400 9.4% 200 3,400 8.1%
・減価償却の対象設備は、主にカットする機械、ストラッピングマシン、冷蔵室の低温設備など。

管理費
132 2,244 6.2% 158 2,686 6.4%

・管理費は１日当たり２５００元（４万２５００円、平成２９年）から３０００元（５万１０００円、
令和２年）に増加。

水道光熱費
100 1,700 4.7% 100 1,700 4.1%

・近年、標準的な水道料金、電気料金は変わっていない。

輸送費
30 510 1.4% 30 510 1.2%

・輸送距離は３０キロメートル以内。
・近年、標準的な輸送料金は変わっていない。

合計 2,125 36,125 100.0% 2,467 41,939 100.0%

資料：中国野菜流通協会や濰坊信元食品有限公司への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

写真１　�定植の機械化が進むねぎ畑の様子
（濰坊市）
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表８　福建省の１トン当たりの調製コストの推移

項目
平成２９年 令和２年

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

人件費

1,053 17,901 51.1% 1,263 21,471 54.3%

・労働者の給与水準は１日、１人当たり１００元（１７００円、平成２９年）から１２０元（２０４０
円、令和２年）に増加。
・２００人の労働者の１日間の作業で、４０フィートの冷蔵コンテナ１個分（１９トン）のねぎを調
製する。

包装資材費

500 8,500 24.3% 500 8,500 21.5%

・主に段ボールを使用しており、費用はねぎ１トン当たり約５００元（８５００円：４３円 /箱）。
・段ボール一箱に梱包されるねぎは５キログラム。
・近年、価格の変化はあまりない。

設備減価
償却費

200 3,400 9.7% 200 3,400 8.6%

・減価償却の対象設備は、主にカットする機械、ストラッピングマシン、冷蔵室の低温設備など。

管理費
158 2,686 7.7% 211 3,587 9.1%

・管理費は１日当たり３０００元（５万１０００円、平成２９年）から４０００元（６万８０００円、
令和２年）に増加。

水道光熱費
100 1,700 4.9% 100 1,700 4.3%

・近年、標準的な水道料金、電気料金は変わっていない。

輸送費
50 850 2.4% 50 850 2.2%

・輸送距離は５０キロメートル以内。
・近年、標準的な輸送料金は変わっていない。

合計 2,061 35,037 100.0% 2,324 39,508 100.0%

資料：漳州德立信農業有限公司への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

かれ、産地でのトラック積載重量に対し、
約９０～９５％が生産原料として納品さ
れるのが一般的とのことである。また、加
工段階では、カットなどによる加工ロスや
形状などの不合格品が除かれることによ

り、最終歩留まりは約５０％程度となる
（写真２）。

（注２）�ここでは、収穫後に輸出向けに整える工程
である、生鮮ねぎの調製コストについて取
り上げる。

写真２　日本輸出用に調製されたねぎ（福建省漳州市にて撮影）
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中国には独自のＧＡＰ制度として中国良
好農業規範（ＣｈｉｎａＧＡＰ）が存在す
る。同認証を取得する目的は、主に輸出先
国が求めるねぎ輸出の製品基準を満たすた
めであるが、同認証は開始段階にあり、野
菜輸出加工企業における同認証に対する認
知度は高くないことから、同国のねぎ輸出
加工企業によると、同認証を取得する企業
は、依然として少ないということである。

４　国内販売動向

山東省で収穫されたねぎのほとんどは国
内に出荷され、主に北京市や天津市といっ
た大都市のほか、冷凍食品の生産が盛んな
河南省への出荷量が多いのが特徴的である
（図８）。特に１～２月は中国国内で新年と
春節の連休があることから、ねぎの需要量
が他の時期と比べて大きいとされている。
残りの少量が輸出に仕向けられるが、令和
元年の国内価格が前年より高値となったこ
とや、２年にＣＯＶＩＤ-１９が発生して

輸出先国のねぎ需要が低下したことなどに
より、ここ数年の輸出量は落ち込んでいる。
山東省寿光市に位置し、同国最大の野菜

の卸売市場である寿光農産品物流園（写真
３、４）の平均市場卸売価格の推移を見る
と、平成２８年１～３月は、前年産の作付
面積の減少や低温気候による不作に加え、
春節でねぎ需要が増加したことで、卸売価
格が上昇した（図９）。平成２９年産～
３０年産にかけては、卸売価格の高騰を受
けてねぎの作付面積が拡大されたため、平
成２９年～令和元年の卸売価格は低迷し
た。その後、ねぎ生産者が２年産の作付面
積を減らしたり他作物へ転作したりしたこ
と、また、２年８月頃の豪雨による水害に
伴う単収減を受けてねぎの供給量が減少し
たことで、２年第４四半期以降の卸売価格
は大幅に上昇した（注３）。この際、一部の野
菜販売業者や投資家がねぎの買いだめや投
機行為をしたことも価格の上昇を後押しし
た。
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図８　�山東省産ねぎの収穫量、国内向け�
出荷量とその割合

資料：�山東省農業農村庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振
興機構作成

　注：年度は前年１０月～当年９月。
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図９　�山東省の平均市場卸売価格の例�
（寿光農産品物流園）

資料：�中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォ
ーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成

　注：�データがない月は、自然災害の影響を受けてデータの発表が
行われなかった。
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（注３）�中国の野菜は当年の価格により次作の作付
面積が左右されることが往々にしてあり、
一般的に、1）高値で取引される→2）次期
作付けを増やす→3）収穫量が増えることで
価格が低下→4）次期作付けを減らす→5）
収穫量が減ることで価格が上昇―というサ
イクルを繰り返すことが多い。

福建省でも、そのほとんどが国内に出荷
されており、主に遼

りょうねい

寧省、黒
こくりゅうこう

龍江省、吉
きつりん

林
省といった北方の各市場に出荷されている
（注４）（図１０）。福建省の平均市場卸売価格
（福建海峡農副産物卸売物流中心）の推移
を見ると、山東省と同様、ねぎの作付面積
が拡大したことで平成２９年～令和元年の
卸売価格は低迷した（図１１）。２年は、
ここ数年の卸売価格の低迷を受けて２年産
のねぎの作付面積が削減されたことで供給
量が減少し、卸売価格が大幅に上昇した。
３年に入ってもねぎの卸売価格は高値で推
移している。

（注４）�北方ではねぎの消費量が多く、特に薬味と

しての消費が多いという。北方でもねぎの
生産が行われているものの、春季の需要を
まかなえないため冬春どり作型の福建省か
らねぎが供給されている。輸送コストを理
由に同省産のねぎが北方の市場で高く売ら
れていても、薬味としての利用であれば、
料理一品当たりの食材コストに与える影響
が限られるとされている。

中国国内でのねぎの消費形態は、日本と
同様、野菜としての消費のほか、薬味とし
ての利用も多く、玉ねぎや小ねぎなどの代
替品も国内で多く流通しているため、需要
と供給に一定の弾力性があり、短期的なね
ぎの価格上昇による国民生活への影響は限
定的である。新年や春節の連休中はねぎの
需要が増加するが、他の食品と同様、連休
明けから徐々に需要は減少し、ねぎの価格
も低下傾向にある。
２年末以降、高値での取引状況を背景に

国内の主産地で３年産の作付面積が大幅に
拡大されたため、３年のねぎ価格は再び低
下すると予想されている。

写真３　�寿光農産品物流園で�
販売されているねぎ

写真４　ねぎの包装および運送車
（写真の中の女性が持っている段ボール板紙に「南京
方向」と書いており、商品の相乗りを募っている。）
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５　輸出動向

中国産のねぎは、主に日本と韓国に輸出
されており、その他の国からの需要は少な
い（図１２）。対日輸出用のねぎは、秋か
ら冬は主に山東省から、春は主に福建省か
ら供給される。産地からの輸送距離を短く
するため、山東省のねぎの輸出加工企業は、
主に濰坊地区に、福建省では主に漳州地区
に集中している。
現地の輸出加工企業によると、輸出され
るねぎの加工形態には冷蔵（生鮮）ねぎ、
冷凍ねぎ、乾燥ねぎの３種類がある。冷蔵
ねぎは丸一本の状態、冷凍ねぎは薄切りや
ぶつ切りの形態が主である。冷凍ねぎは独
自のＨＳコードがなく、貿易統計データが
存在しないものの、現地関係者によると、
ここ数年の冷凍ねぎの輸出量は１０００ト
ン未満で推移しているという。また、乾燥
ねぎは他製品と混合した形態（調味食品、
インスタントラーメンの薬味など）である
ため、輸出量などのデータが把握しにくい
とされる。
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日本へ輸出されるねぎの契約方法には主
に２種類がある。一つは長期契約によるも
ので、日本の商社などは、あらかじめ中国
の輸出加工企業と契約を締結し、毎年一定
規模の決まった数量を輸入する。この場合、
価格も合わせて決まっていることから比較
的安定している。もう一つは臨時契約（発
注）によるもので、毎週１回の頻度で購入
価格が調整されるのが一般的である。山東
省の業者によると、日本の実需者は、後者
の臨時契約を行う場合が多いとしている。
中国の税関統計によると、平成２９年以
降の中国産ねぎの輸出量は６万トン前後で
推移しており、主な輸出先である日本向け
は全体量の約８割を占め、これに韓国が続
いている。令和２年初、中国でＣＯＶＩＤ-
１９が発生し、山東省や福建省などの野菜
輸出加工企業の操業や物流が停止したこと
で春季（主に福建省産）のねぎ輸出量が著
しく減少した（注５）。また、日本や韓国など
中国産ねぎの輸入国でも、ＣＯＶＩＤ-
１９の影響を受けて輸入需要が減少した。

図１０　�福建省産ねぎの収穫量、国内向け�
出荷量とその割合

資料：�福建省農業農村庁種植業管理処および漳浦県農業農村局農業技
術推広站への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

　注：年度は前年１０月～当年９月。

図１１　�福建省の平均市場卸売価格の例
（福建海峡農副産品卸売物流中心）

資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォ
ーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成
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（注５）�春季のねぎ輸出量の減少が影響し、福建省
の令和２年のねぎ輸出量は従来の３分の１
まで減少した。なお、山東省も、輸出量が
前年から約１割減少した。

６　おわりに

中国産ねぎは、日本産ねぎの価格高騰リ
スクを回避するための供給元として、業務
用を中心に需要は依然として根強く、日本
の輸入ねぎのほとんどを占めている。一方
で、令和２年の中国産ねぎの輸出量は、中
国国内での他作物への転作や豪雨の被害、
また、ＣＯＶＩＤ-１９の影響で日本など

の輸出先国での需要が低下したことでかな
り大きく減少した。
中国では、令和２年のねぎの価格高騰を
受けて、同年末には再びねぎの作付面積が
拡大されたものの、依然としてＣＯＶＩＤ-
１９の世界的な収束が見えない中、日本や
中国、韓国といった近隣諸国においては、
景気や食品需要への影響が懸念されている
状況にある。今後、各国でのワクチン接種
が進むことで、輸出需要の回復が期待され
る中で、中国産ねぎの需給に影響を及ぼす
国内外の諸情勢の変化について、引き続き
注視していく必要があると考えられる。
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図１２　中国のねぎ輸出量と平均単価の推移（生鮮および冷蔵）

資料：中国税関のデータを基に農畜産業振興機構作成


